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感染症看護、感染管理研 究 分 野

プロフィール 本学卒業後、市内の二次救急病院、横浜

市立大学附属病院での看護師経験を経

て現職。易感染状態にある人や感染症患

者への看護実践に関する教育・研究に取

り組んでいます。

看護学科２年次生必修科目「成人看護学方法論Ⅱ」の授業内容から一

部を抜粋し、手術を受ける患者が置かれている状況や、手術部位感染

が患者に与える影響、その予防に向けた看護ケアについて紹介します。

AIの発展が進む中でも、患者の心身に寄り添う看護職の重要性は、より一層高まっています。横浜市立大学で、臨床にと

どまらないグローバルかつ学際的な視点を身につけ、未来の看護をともに創りましょう。
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手手術術部部位位感感染染ととはは

• surgical site infection: SSI
= 手術部位感染

• 切開創、臓器、体腔に起こる感染症

• 最も発症しやすい術後時期
最も多い 30日以内
発症のピーク 5～7日目
遅発性も 数か月～1年
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